
不具合発生箇所

改善内容

は交換部品を示す。

識別

　農耕用トラクタのフロントスピンドルにおいて、設計段階の評価が不適切なため、強度が不
足している。そのため、フロントウエイトやフロント作業機を装着した状態で、旋回操作の繰
返しにより、フロントスピンドルに亀裂が入るものがある。そのままの状態で使用を続ける
と、最悪の場合、当該箇所が破断し、タイヤが脱落するおそれがある。

 全車両、左右のフロントスピンドルユニットを対策品と交換する。

運転席後部のフレームにNo.5333のステッカーを貼付する。
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